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2008年産米の収穫予想（7月31日現在）
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［表１］全国の収穫予測

2008年産 前年差 前年比

合計 作付面積 ｈａ 1,643,000 ▲ 30,000 98.2%

収穫予想 ｔ 8,857,000 143,000 101.6%

水稲 作付面積 ｈａ 1,640,000 ▲ 29,000 98.3%

10ａ収量 ｋｇ 540 18 103.4%

収穫予想 ｔ 8,849,000 144,000 101.7%

作況指数 102 3 103.0%

陸稲 作付面積 ｈａ 3,200 ▲ 440 87.9%

10ａ収量 ｋｇ 236 ▲ 21 91.8%

収穫予想 ｔ 7,600 ▲ 1,770 81.1%

（注）陸稲の作柄は平年並みとして試算。ラウンドのため計が合わない場合
がある。
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２００８年産米の収穫予想（７月３１日現在）

【作柄（水稲）】◆全国作況１０２の「やや良」
　本社では、各都道府県別の７月末までの気象データを、作
況推計プログラムに投入して作況を予想しました。
　２００８年産（平成２０年産）水稲は、田植え後の５月中
旬と、５月下旬から６月上旬にかけて強い寒気が南下したこ
とから北日本、東日本の初期生育が抑制されたものの、６月
は全国的にほぼ平年並みの気温で推移し、７月も全国的に高
温で経過したことから生育は回復傾向で、おおむね順調に推
移している。全国の作況指数は１０２の「やや良」になるこ
とが予想されます。地帯別では、北海道、東北、関東、東海
、近畿、四国が作況指数１０２～１０５の「やや良」、北陸
、中国、九州、沖縄が９９～１０１の「平年並み」が見込ま
れます。
　作況指数１０２～１０５の「やや良」は、北海道、宮城、
秋田など３４道府県、９９～１０１の「平年並み」は山形、
新潟など１３県がそれぞれ見込まれます。なお、７月以降、
高温傾向が続いており、高温障害による品質低下の懸念も出
ています。
　【作付面積】◆推計１６４万ｈａ、生産調整は未達
　本年産米における主食用等の生産目標数量は８１５万トン
（別途、加工用米１５万トン程度＝計８３０万トン）。過剰
作付けだった１９年産実績より１０万ｈａの削減が設定され
ていますが、近年の生産調整トレンドを踏まえ、本社として
は水稲作付け１６４万ｈａ、陸稲作付け３千ｈａの合計１６
４万３千ｈａ（前年比３万ｈａ減）と大幅に未達になるもの
と推計しました。
　【収穫量】◆水稲８８５万トン、計画比５５万トン増
　作況・作付予測に基づく本年産水稲の７月３１日現在にお
ける予想収穫量は、全国平均で１０ａ当たり５４０ｋｇ、収
穫量は８８４万９千トンとなります。陸稲試算収穫量を合わ
せた本年産米全体の収穫予想は８８５万７千トンで、前年産
よりおよそ１４万３千トン増が見通されます。なお、作付面
積が計画通り減らないため、計画比ではおよそ５５万トン増
が見込まれるところです。小麦製品の値上がり等に伴い、米
消費回帰の動きが見られており、２０／２１年の主食用等需
要見通し（農水省）も８３１万トンと当初より１２万トン上
方修正されましたが、４０万トン程度が過剰となる見通しで
す。
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2008年産水稲の都道府県別作柄
米穀データバンク予測

全　国 102
北海道 104 滋　賀 102
青　森 102 京　都 103
岩　手 103 大　阪 102
宮　城 103 兵　庫 103
秋　田 102 奈　良 102
山　形 101 和歌山 102
福　島 103 鳥　取 102
茨　城 102 島　根 101
栃　木 102 岡　山 101
群　馬 103 広　島 102
埼　玉 102 山　口 100
千　葉 103 徳　島 103
東　京 102 香　川 101
神奈川 102 愛　媛 102
新　潟 100 高　知 103
富　山 102 福　岡 99
石　川 102 佐　賀 99
福　井 101 長　崎 103
山　梨 103 熊　本 101
長　野 103 大　分 103
岐　阜 102 宮　崎 103
静　岡 102 鹿児島 102
愛　知 101 沖　縄 101
三　重 101

水稲作況指数（７月３１日現在）

凡例 作柄 作況指数 都道府県数

やや良 102～105 34

平年並み 99～101 13



［表２］２００８年産水稲の収穫予想（７月３１日現在） （単位：面積ｈａ、数量ｔ）

作付面積 １０ａ収量 作況指数 予想収穫量 前年差

全　国 1,640,000 540 102 8,849,000 144,000
北海道 115,000 555 104 638,700 35,500
青　森 50,000 592 102 295,800 ▲ 3,300
岩　手 57,500 549 103 315,700 6,200
宮　城 74,700 546 103 407,800 ▲ 200
秋　田 90,000 584 102 526,000 ▲ 23,500
山　形 68,000 600 101 408,000 ▲ 11,500
福　島 81,800 553 103 452,400 7,200
茨　城 76,500 530 102 405,800 8,500
栃　木 66,000 550 102 362,900 4,100
群　馬 18,500 509 103 94,100 4,200
埼　玉 36,600 505 102 184,800 9,800
千　葉 62,800 547 103 343,500 15,200
東　京 185 416 102 800 35
神奈川 3,270 496 102 16,200 100
新　潟 118,000 539 100 636,000 ▲ 14,600
富　山 40,000 546 102 218,300 6,800
石　川 26,600 527 102 140,300 3,300
福　井 27,000 522 101 141,000 200
山　梨 5,500 563 103 31,000 1,200
長　野 36,000 642 103 231,000 6,600
岐　阜 25,000 498 102 124,400 4,700
静　岡 18,200 533 102 97,100 4,000
愛　知 31,800 512 101 162,800 2,700
三　重 31,100 505 101 157,100 800
滋　賀 33,400 528 102 176,500 900
京　都 15,800 526 103 83,200 1,400
大　阪 6,150 503 102 30,900 200
兵　庫 38,900 519 103 201,900 7,900
奈　良 9,700 523 102 50,800 1,200
和歌山 7,800 503 102 39,200 1,800
鳥　取 14,000 527 102 73,800 6,800
島　根 19,500 514 101 100,200 3,900
岡　山 33,500 531 101 178,000 3,900
広　島 26,600 533 102 141,900 3,300
山　口 23,800 504 100 120,000 3,800
徳　島 13,800 488 103 67,400 900
香　川 14,800 504 101 74,600 500
愛　媛 15,900 508 102 80,800 2,100
高　知 13,700 473 103 64,800 2,700
福　岡 39,900 494 99 197,100 3,100
佐　賀 26,100 523 99 136,400 ▲ 5,200
長　崎 14,500 488 103 70,800 1,900
熊　本 39,800 520 101 207,000 ▲ 3,300
大　分 25,600 518 103 132,600 4,900
宮　崎 20,600 508 103 104,600 26,500
鹿児島 24,900 489 102 121,700 6,100
沖　縄 1,000 312 101 3,100 220
［注］面積は本社推定。



（参考）

米穀データバンクの作況予測の推移

年産 本社予測7/31 農水省･初回 農水省・最終

5 93 (8/15)95 74

6 108 (8/15)105 109

7 100 (8/15)100 102

8 100 (8/15)101 105

9 103 (8/15)102 102

10 97 (8/15)99 98

11 103 (8/15)103 101

12 103 (9/1)103 104

13 102 (9/15)103 103

14 102 (9/15)101 101

15 94 (9/15)92 90

16 103 (9/10)101 98

17 100 (9/15)102 101

18 96 (9/15)97 96

19 99 (9/15)99 99

［注］５年産予測は早場１３道県で8月10日現在。６年産以降は全国。農水
省は平成１２年産以降、全国の作柄概況は9/15現在からの公表に変更。
１６年産は9/10現在。




